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ヘリコーマ属(カビ)の一種
ミクロの世界のアンモナイトト

Helicoma sp.の胞子

長径は約O.02mm(位相差顕微鏡写真)

1999年2月21日、小田原市入生田、長

興山紹太寺界隈で採集

出川洋介(学芸員)

朽木表面に生えていた茶色いカビ きを意味する言葉に由来します。独

の胞子です。カビと聞いた途端に悪 特な渦巻き型の胞子を形成するカビ

者!と決めつけないで下さいね。多く には世界で約40属170種が知られて

のカビは自然界では分解者として重 いますが、その多くは渓流沿いの朽

要な役割を果たしており 、中には私 木などに生育し、一説には水環境に

たちの生活に有益なものもいるので 適応しているのではないかと考えら

す。顕微鏡に向かっていると、このよ れています。このカビは、いったいど

うにユーモラスな姿に出会うことが こでどのような生活を送っているの

よくあります。「アンモナイトのよう でしょう?ミクロの世界は未だたく

だjとは古生物担当学芸員の感想で さんの謎に包まれており、彼らから

す。学名へリコーマは、らせんや渦巻 学ぶべきことはたくさんあります。
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